
販売名 会社名 効能・効果 用法・用量

1 H29-5 個人 レボセチリジン 鼻炎、皮膚炎

ザイザル錠
5mg
ザイザルシ
ロップ0.05％

グラクソ・スミ
スクライン株
式会社

アレルギー性鼻炎
蕁麻疹、湿疹・皮膚炎、発疹、皮膚そう痒
症

［錠剤］
通常、成人にはレボセチリジン塩酸塩として1回5mg
を1日1回、就寝前に経口投与する。なお、年齢、症状
により適宜増減するが、最高投与量は1日10mgとす
る。
［シロップ剤］
通常、成人には1回10mL（レボセチリジン塩酸塩とし
て5mg）を1日1回、就寝前に経口投与する。なお、年
齢、症状により適宜増減するが、最高投与量は1日
20mL（レボセチリジン塩酸塩として10mg）とする。

2 H29-8 個人
トレチノイン　トコ
フェリル

床ずれ
オルセノン軟
膏0.25％

株式会社
ポーラファル
マ

褥瘡、皮膚潰瘍（熱傷潰瘍、糖尿病性潰
瘍、下腿潰瘍）

症状及び病巣の大きさに応じて適量を使用する。
潰瘍面を清拭後、1日1〜2回ガーゼなどにのばして
貼布するか、又は患部に直接塗布する。

3 H29-9
個人
以外

酒石酸トルテロジ
ン

女性の突然起こる我慢できない
強い尿意およびそれを伴う尿失
禁、頻尿

デトルシトー
ルカプセル

ファイザー株
式会社

過活動膀胱における尿意切迫感、頻尿及
び切迫性尿失禁

通常、成人には酒石酸トルテロジンとして4mgを1日1
回経口投与する。なお、患者の忍容性に応じて減量
する。

4
H29-
10

個人
以外

ドンペリドン

はきけ（むかつき、嘔気、悪心）、
嘔吐、食欲不振、腹部膨満感、胃
もたれ、胸やけ、胸つかえ、げっ
ぷ

ナウゼリン錠
10、同OD錠
10

協和発酵キリ
ン株式会社

下記疾患および薬剤投与時の消化器症
状（悪心、嘔吐、食欲不振、腹部膨満、上
腹部不快感、腹痛、胸やけ、あい気）
○慢性胃炎、胃下垂症、胃切除後症候群
○抗悪性腫瘍剤またはレボドパ製剤投与
時

通常、ドンペリドンとして1回10mgを1日3回食前に経
口投与する。ただし、レボドパ製剤投与時にはドンペ
リドンとして1回5〜10mgを1日3回食前に経口投与す
る。なお、年令、症状により適宜増減する。

5
H29-
13

個人
以外

メナテトレノン
軽度の骨密度低下を健康診断等
で指摘された者での骨粗鬆症の
発症の予防

グラケーカプ
セル15mg

エーザイ株式
会社

骨粗鬆症における骨量・疼痛の改善
通常、成人にはメナテトレノンとして１日45mgを3回に
分けて食後に経口投与する。

注）「成分名」、「要望する効能・効果」、「要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報（販売名、会社名）」については、要望内容を参考にして記載。

No. 備考成分名 要望する効能・効果
要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報要望

番号
要望
者

スイッチOTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（平成29年度要望）



販売名 会社名 効能・効果 用法・用量

注）「成分名」、「要望する効能・効果」、「要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報（販売名、会社名）」については、要望内容を参考にして記載。

No. 備考成分名 要望する効能・効果
要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報要望

番号
要望
者

6 H30-3
個人
以外

栄養成分31成分
（カゼインナトリウ
ム、カゼインナトリ
ウムカルシウム、
分離大豆たん白
質、トウモロコシ
油、大豆レシチン、
デキストリン、精製
白糖、レチノールパ
ルミチン酸エステ
ル、コレカルシフェ
ロール、トコフェ
ロール酢酸エステ
ル、フィトナジオン、
アスコルビン酸、チ
アミン塩化物塩酸
塩、リボフラビン、
ピリドキシン塩酸
塩、シアノコバラミ
ン、塩化コリン、葉
酸、ニコチン酸アミ
ド、パントテン酸カ
ルシウム、ビオチ
ン、炭酸水素ナトリ
ウム、塩化マグネ
シウム、クエン酸カ
リウム、第三リン酸
カルシウム、塩化カ
リウム、クエン酸ナ
トリウム水和物、硫
酸亜鉛水和物、硫
酸鉄水和物、塩化
マンガン、硫酸銅）

虚弱体質・病中病後・食欲不振・
発熱性消耗疾患・低栄養などの
栄養障害の場合の栄養補給

エンシュア・リ
キッド

アボット ジャ
パン株式会
社

一般に、手術後患者の栄養保持に用いる
ことができるが、特に長期にわたり、経口
的食事摂取が困難な場合の経管栄養補
給に使用する。

標準量として成人には１日1,500 ～ 2,250 m（1,500 ～
2,250 kcal）を経管又は経口投与する。1mL当たり１
kcalである。
なお、年齢、症状により適宜増減する。
経管投与では本剤を１時間に100～150 mLの速度で
持続的又は１日数回に分けて投与する。経口投与で
は１日１回又は数回に分けて投与する。
ただし、初期量は標準量の1/3～1/2量とし、水で約
倍量に希釈（0.5kcal/mL）して投与する。以後は患者
の状態により徐々に濃度及び量を増し標準量とす
る。

スイッチOTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（平成30年度要望）



販売名 会社名 効能・効果 用法・用量

7 R1-1
個人
以外

ラメルテオン
一時的な不眠の次の症状の緩
和：
寝つきが悪い、眠りが浅い

ロゼレム錠
8mg

武田薬品工
業株式会社

不眠症における入眠困難の改善
通常、成人にはラメルテオンとして１回８㎎を就寝前
に経口投与する。

8 R1-2
個人
以外

フルチカゾンフラン
カルボン酸エステ
ル

花粉による季節性アレルギーの
次のような症状の緩和：鼻づま
り、鼻みず（鼻汁過多）、くしゃみ、
鼻のかゆみ、目のかゆみ、なみ
だ目、目の充血

アラミスト点
鼻液27.5µg56
噴霧用
アラミスト点
鼻液27.5µ
g120噴霧用

グラクソ・スミ
スクライン株
式会社

アレルギー性鼻炎

成人には、通常1回各鼻腔に2噴霧（1噴霧あたりフル
チカゾンフランカルボン酸エステルとして27.5μgを含
有）を1日1回投与する。
小児には、通常1回各鼻腔に1噴霧（1噴霧あたりフル
チカゾンフランカルボン酸エステルとして27.5μgを含
有）を1日1回投与する。

9 R1-3
個人
以外

β−ガラクトシダー
ゼ（アスペルギル
ス）
β−ガラクトシダー
ゼ（ペニシリウム）

健康な成人・小児等の乳糖不耐
症により生ずる消化不良の改善

ガランターゼ
散50%、ミルラ
クト細粒50%

ニプロES
ファーマ、高
田製薬

１ . 乳児の乳糖不耐により生ずる消化不
良の改善
（ １ ） 一次性乳糖不耐症
（ ２ ） 二次性乳糖不耐症
単一症候性下痢症，急性消化不良症，感
冒性下痢症，
白色便性下痢症，慢性下痢症，未熟児・
新生児の下
痢
２ . 経管栄養食，経口流動食など摂取時
の乳糖不耐により
生ずる下痢などの改善

１ . 乳児の乳糖不耐により生ずる消化不良の改善に
は，通常， 1 回0.25〜0.5g（β-ガラクトシダーゼ（アス
ペルギ
ルス）として0.125〜0.25g）を哺乳時同時に経口投与
す
る．
２ . 経管栄養食，経口流動食など摂取時の乳糖不耐
により生ずる下痢などの改善には，通常，摂取乳糖
量10gに対して1 g（β-ガラクトシダーゼ（アスペルギ
ルス）として0.5g）を食餌とともに投与する．なお，症状
により増減する．

注）「成分名」、「要望する効能・効果」、「要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報（販売名、会社名）」については、要望内容を参考にして記載。

要望する効能・効果
要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報

スイッチOTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（令和元年度要望）

備考No.
要望
番号

要望
者

成分名



販売名 会社名 効能・効果 用法・用量

11 R2-2 個人 過酸化ベンゾイル にきび
ベピオゲル
2.5%

マルホ 尋常性ざ瘡 1日1回、洗顔後、患部に適量を塗布する。

注）「成分名」、「要望する効能・効果」、「要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報（販売名、会社名）」については、要望内容を参考にして記載。

コンバントリ
ン錠100mg
コンバントリ

ンドライシロッ
プ100mg

佐藤製薬 蟯虫の駆除

(1) コンバントリン錠100mg(1)
通常体重1 kg当りピランテルとして10 mgを1回経口投
与する。

体重換算による服用量の概算は、次表の通りであ
る。
体重 　  20 kg 30 kg 40 kg 50 kg以上
服用量  2錠    3錠   4錠    5錠
本剤は食事に関係なく投与することができ、また下剤
を使用する必要はない。
なお、投与は1回のみである。

(2) コンバントリンドライシロップ100mg(2)
通常小児に対し体重1 kg当りピランテルとして10 mg
を1回経口投与する。

体重換算による服用量の概算は、次表の通りであ
る。
体重     10 kg 20 kg 30 kg 40 kg 50 kg以上
服用量  1包    2包   3包    4包   5包
本剤は食事に関係なく投与することができ、また下剤
を使用する必要はない。
本剤は、用時適量の水を加えシロップ剤として投与す
るが、そのまま経口投与することもできる。

10 R2-1
個人
以外

ピランテルパモ酸
塩

蟯虫の駆除

スイッチOTC医薬品の候補となる成分の要望状況について（令和２年度要望）

要望のあった成分に対応する医療用医薬品の情報要望
番号

要望
者

No. 備考成分名 要望する効能・効果


